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はじめに
静岡県磐田郡水窪町には，「遠州七不思議」の一つとされている湖の伝説が残されている１）．
その湖は，同町の杉林内に，概ね７年周期で夏の終わりに突然出現し，数日ないしは20日程の
うちに消えてしまう．湖は「池の平湖」と俗称される長径60ｍ，短径40ｍ，湖岸長280ｍ，水深
４ｍに達する大規模なものである２）．成因や形状が異なる様々な湖沼の類型化は，Hutchinson
が試みており，75の型に分類されているが３），このような奇妙な湖沼についての記述はない．
この湖の成因については，村上他４）が，この湖が斜面下の凹地状の地形に出現することや（Fig.
１），過去の出現記録と５），８，９月の雨量観測資料の比較から，斜面に降った雨水が，１，２ヵ
月後，崖下泉として湧き出したものではないかと報告しているが（Fig.２），深く議論されない
ままに終わっている．
湖の成因は不明であるが，ある程度の期間，止水域が維持されるのであれば，その水域には
藻類等の淡水生物が発生することが予想される．特に，珪藻類や有殻アメーバは，珪酸質の被
殻を持つため遺骸として土壌中に保存される可能性が大きく，また古環境の指標としても有効
である．本研究は，池の平湖が出現すると言われる山林中の凹地から表面土壌を採取し，その
中に含まれる珪酸質遺骸の種類組成から，湖の性状を推定しようとするものである．
調査方法
１．調査地域
調査の対象とした池の平湖は，静岡県水窪町池の平地区，亀の甲山の東北斜面，標高650ｍ附
近に出現するとされている．同地域は領家変成岩地域で，湖の北西側は片麻岩類，中心部は花
崗岩，東側は石英閃緑岩の地質である６）．亀の甲山は植林された杉に覆われている．珪酸質遺骸
分析のための試料として，伝説に語られている「おかわ御前」７）の祠附近の凹地において表面土
壌を採集した．
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２．分析方法
土壌試料は，過酸化水素水で有機物を分解後，蒸留水で洗浄し，珪酸質生物遺骸を取り出し
た．遺骸はカバーグラスの上で乾燥させ，プリューラックスで封入し検鏡試料とした．遺骸の
同定は、×100の油浸レン
ズ下で行い、珪藻類，有殻
アメーバの種名表記は原
則として，それぞれ
Krammer and Lange-
Bertalot８）～11），Ogdenand
Hedley12）に倣った．
調査結果及び考察
珪酸質の生物遺骸とし
ては，植物珪酸体，有殻
アメーバの殻板，珪藻類
等が検出された（Figure
３）．
珪藻では，Eunotia
praerupta Ehrenberg,
Navicula contenta
Grunow, N. mutica
Ku» tzing, Pinnularia
borealis Ehrenberg,
Stauroneis kriegerii
Patrick, Hantzschia
amphioxys（Ehrenberg）
W. Smith が検出された．
いずれも，湿った土壌の
表面やコケの表面での採
集記録がある半気生の種
類であり13），大量の水塊の
存在を示唆するものでは
なかった．珪藻遺骸の密
度は、非常に低かった。
有殻アメーバでは，Trinema sp. Euglypha sp.？の殻板が多数検出された.殻板の密度は、
珪藻遺骸に比べ、高い密度で見出された。珪酸質生物遺骸群集においては，一般に水の多い環
境では珪藻が優占し，乾燥化が進むにつれて有殻アメーバの殻板の割合が高まる傾向があるが14），
有殻アメーバ殻板/珪藻の比率からも，多量の水の存在を証明することはできなかった．
本研究において採集した試料に限れば，遺骸の種類組成や個々の種の指標性のいずれも堆積
環境が，半気生的であることを示していた．恐らく湖は，形成されたとしても，浮遊性，付着
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Figure１. Topography of the Ikenotaira-Ko Lake
Figure２. Prec ipitations inAugust and Septemberat Sakuma Observatory
from 1960 to 1999
Arrows indicate appearance of the lake
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性の藻類，微生物群集を発達させる間も無く，速やかに乾出，消滅するものであろうと思われる．
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Figure３. Siliceous remains in the dried up lake basin
１～５: phytolith,６～11: diatom（６: Eunotia praerupta７: Navicula contenta ,
８: N. mutica , ９: Stauroneis kriegerii , 10. Pinnularia borealis , 11. Hantzschia
amphioxys）, 12～16: plates of testate amoebae（12: Trinema sp., 13～14: Euglypha
sp.？, 15～16: unknown）
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Summary
Siliceous remains found in the dried up basin of a temporary lake,“Ikenotaira-Ko Lake”
in Misakubo Town, Shizuoka Prefecture, Central Japan, were studied to clarify the past
environment of the lake. The legendary lake is known to appear at a periodic interval
of７or８years suddenly in the late summer for a few weeks. No one has examined the
process of birth and death of the lake in detail.The surface soil collected from the supposed
basin contained many siliceous remains, such as diatoms, plates of testate amoebae
and phytoliths. All of the detected diatoms, however, were aerophilous species, and no
frustules of planktonic and periphytic species living in lakes were found. This indicates
that the lake prevails for only a short period not long enough for the aquatic community
to develop.
Key Words: diatom remains, Ikenotaira-Ko Lake, palaeolimnoloy, temporal lake, testate
amoebae,
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